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レッドドットスコープ（その他の光学機器）を通して太陽を絶対見ないでください。永久的なダメージを目に受けることがあります。
確実に銃器は装填されていないこと、安全な方向に向いていることを確認してください。

マウント方法:

レッドドットスコープは、QD ピカティニーマウントによって銃に取り付けられます。マウントをレールのベースにセットして、レールク
ランプのボルトがピカティニーレールのクロスカット状の溝と合うようにします。クランプボルトがレールに密着するまで、レールク
ランプをレールに押し込みます。そしてレッドドットスコープを六角レンチでしっかり固定てください。マウントシステムをきつく締
めすぎないでください。レッドドットスコープのマウントが損傷することがあります。
う

精密調整:
調整する前に、レッドドットスコープがしっかりと銃器に取り付けられていることを確認してください。 ウィンテージは水平調整
（左から右）です。通常はレッドドットスコープのサイドの回転部分です。エレベーションは垂直（上下）調整で、通常はレッドドッ
トスコープの上部の旋回部分です。レッドドットスコープは1M.O.A.（工場設定では50ヤードで1インチに設定）のウィンテージとエ
レベーションによる可聴式調整を特徴としています。
バッテリー交換:
レッドドットスコープは、AAAバッテリー1個で稼働します。ドットが暗くなったり点灯しない場合は、バッテリーを交換する必要が
あります。 AAAバッテリを交換するには、バッテリー部分からキャップを外してください。使用済みの電池を取り出し、新しい電池と
交換して、再びキャップを締めます。
レッドドットスコープのオン/オフスイッチを押してオンにし、ドット強度を押してドットの明るさをレベル１（最も弱い）からレベ
ル１1（最も明るい）の間で 調整します。オン/オフスイッチをもう一度押すと、オートライトセンスモードに切り替わります。環境
の明るさに応じてドットが発光します。オン/オフスイッチを3秒間押し続けると、本体がオフになります。

メンテナンス:
レッドドットスコープは、驚くほどタフに出来ていますが、適切なケアを要する精密機器です。

1. レンズを掃除するときは、ほこりやほこりを吹き払い、柔らかいレンズブラシを使用してください。指紋や潤滑剤は、レンズ
ティッシュや柔らかくきれいなレンズクリーニング液を含ませた綿の布などで拭き取ることができます。
2. レッドドットスコープの可動部分はすべて永久的に潤滑されています。それらに注油しないでください。
3. レッドドットスコープの外面は、汚れや指紋を柔らかい布で拭き取る場合を除きメンテナンスは必要ありません。
4. 時と場合に応じてレンズカバーを使用してください。

保管:
暑い日に車のコンパートメントなどの暑い場所にレッドドットスコープを保管しないでください。高温は、潤滑剤およびシーラントに
悪影響を及ぼす可能性があります。車両のトランク、銃キャビネットまたはクローゼットでの保管を推奨します。
直射日光が対物レンズに入る可能性がある場所にレッドドットのスコープを放置しないでください。
太陽の光線が集中すること（バーニシンググラス効果）によってダメージが発生する可能性があります。
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5年間限定保証

あなたのVector Optics製品は、最初の購入者が購入してから5年
間、材料および製造上の欠陥がないことが保証されています。

 この保証は、偶発的なダメージ、および材料および製造上の欠陥
を含みます。 バッテリー、誤使用または不適切な取り扱いによる
ダメージは保証されません。

この保証のもとで不具合が発生した場合、当社はお客様の製品を修
理または交換し、無償でお客様に返送することを約束します。 

また、Vector Optics以外の者が改造またはメンテナンスを行った場
合、この保証は無効となります。 

この保証は譲渡できません。当社から直接購入していない製品につ
いては、地域の販売店に連絡して保証を受けてください。

詳細はウェブサイトをご覧ください。

www.vectoroptics.com
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